
ジャパンハートは、東南アジアを中⼼とする国内外で無
償の医療を提供する⽇本発祥の国際医療NGOです。
国外では、ミャンマー・カンボジア・ラオスの3カ国で
⼩児がん⼿術などを含む⾼度医療を提供しており、年間
約4万件の治療を⾏っています。（2023年度実績）
⼀⽅、国内では、医療者不⾜に悩む地域への看護師派遣
や災害被災地への医療チーム派遣のほか、⼩児がんのお
⼦さんとご家族の外出サポートなど、多岐にわたる活動
を⾏っています。

医療の届かないところに医療を届ける

寄贈いただいたリサイクルボールペンの活⽤
パイロットコーポレーション様よりいただいたリサイクルボールペンは、カンボジアとミャンマーの活
動地で⼤切に活⽤させていただいています。

(認定)特定⾮営利活動法⼈ジャパンハート
〒111-0042 東京都台東区寿1-5-10 1510ビル3階
TEL：03-6240-1564 FAX：03-3845-6530

カンボジア：ジャパンハートこども医療センター

ミャンマー：児童養育施設�Dream�Train

ジャパンハートは2016年に、カンボジアに⾃前の病院を開設しまし
た。その後2018年に⼩児病棟を増築し「ジャパンハートこども医療
センター」に改称。現在は⼩児から成⼈までの患者さんを受け⼊れて
います。病院には⽇本⼈医師や看護師を含め100名以上のスタッフ
がおり、いただいたボールペンは、スタッフの事務作業や⼊院中の⼦
どもたちのお絵描きなどでで幅広く使⽤させていただいています。

2010年にミャンマーで開設した「Dream�Train」では、貧困に
より⼈⾝売買の危険にさらされる⼦どもたちなどを受け⼊れ、安全な
⽣活と教育の機会の提供、就労までのサポートをしています。ここで
も、⼦どもたちの養育を担うケアギバーが⼦どもたちの⽇々の様⼦を
⽇誌につけたり、守衛が外部からの訪問者チェックをしたりなど、ボ
ールペンを活⽤するシーンはとても多く⾮常に助かっています。

このたびはリサイクルボールペンをご寄贈いただき、誠にありがとうございます。
スタッフは業務で、⼦どもたちは様々な活動で、⼤切に使⽤させていただいております。
特に⼦どもたちはお絵描きが⼤好きで、ペンを受け取るとすぐに絵を描き始めていました。また、お絵描
きだけでなくアルファベットの学習を始める⼦どももいます。
普段は⽂房具が限られていてシェアをしながら使うことが多いのですが、⾃分専⽤のペンを持てることが
嬉しいようで、⽇々とても楽しそうにペンを使っています。

〜ジャパンハートこども医療センタースタッフのコメント〜

リサイクルボールペン活⽤報告書


